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東進ハイスクール・東進衛星予備校（以下、東進）を運営する株式会社ナガセ（本社：東京都武蔵野市 代表

取締役社長 永瀬昭幸）は、1 月 15 日（土）、16 日（日）に実施された令和４年度大学入学共通テストの結果

を分析しています。その中から今回は、英語リーディングの出題傾向と５教科７科目型の平均点予想をお知ら

せします。 

 

＜英語リーディング変化のポイント＞ 

１．コミュニケーションテーマ問題から情報処理型問題への移行 

昨年は、SNS やメールなど、メッセージのやり取りを扱った問題（コミュニケーションテーマ問題）が４題出題

されました。しかし、今年はこれらの問題がなくなり、名称・場所・日時・イベント・順序などの情報を正確に把

握、処理する問題（情報処理型問題）が増加。大量の情報の中から、いかに必要な情報が書かれた箇所やそ

の中のキーワードを的確に照合できるかが問われました。 

冒頭の第１問 A における出題の変更は、この変化を象徴しているといえます。昨年は、２人のショートメッセ

ージのやり取りから発信者の意図を把握したり、適切な返信文を推測したりする問題で、コミュニケーションを

交わす２人の意志や状況を把握することが求められました。一方、今年は、ブラジルの果物を紹介する料理

本から情報を探し出す問題が出題されました。イラストではなく写真が使用されたのは、センター試験も含め

て初めてのことです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東進の分析 今年２年目を迎えた大学入学共通テスト 

    情報処理力と文化的多様性がポイント  
数学大幅難化、５教科７科目平均点予想は理系で昨年-57 点 

報道関係者各位 

NEWS RELEASE 

英語 
リーディング例 

2021年 第１日程 2022年 本試験

大問名 出題内容
コミュニ

ケーション
テーマ問題

情報処理型
問題

文中に登場する
国・地域・文化

大問名 出題内容
コミュニ

ケーション
テーマ問題

情報処理型
問題

文中に登場する
国・地域・文化

第1問 A
ショートメールの
読み取り

〇 × - 第1問 A
書籍情報の
読み取り

× 〇 ブラジル

第1問 B
ウェブサイトの
読み取り

× 〇 - 第1問 B
ウェブサイトの
読み取り

× 〇 カナダ

第2問 A
データとコメント
の読み取り

× 〇 イギリス 第2問 A
施設案内文の
読み取り

× 〇 イギリス

第2問 B
電子メールの
やり取り

〇 × イギリス 第2問 B 記事の読み取り × 〇
イギリス

※英米豪日の比較

第3問 A
ウェブサイトの
読み取り（Q＆A
のやり取り）

〇 × イギリス 第3問 A
ブログ記事の
読み取り

× 〇
イギリス

※日本文化の紹介

第3問 B
通信文の
読み取り

× × イギリス 第3問 B
雑誌記事の
読み取り

× 〇 イギリス

第4問
電子メールの
やり取り

〇 〇 - 第4問
複数のブログ記事
の読み取り

× 〇 アメリカ

第5問
レポート文の
読み取り

× × フランス 第5問 伝記文の読み取り × × アメリカ

第6問 A
論理的な文章の
読み取り

× ×
-

※アメリカ・カナダ
の組織

第6問 A
論理的な文章の
読み取り

× ×
キリスト教・

ユダヤ教・中国文化

第6問 B
論理的な文章の
読み取り

× ×
-

※アメリカの研究
第6問 B

論理的な文章の
読み取り

× 〇 アメリカ

合計 4 3 4つ 合計 0 8 9つ



 

２．文化的多様性を意識した問題設定の増加 

問題文中に登場する国家や地域・文化の種類は、昨年はほぼアメリカとイギリスのみでしたが、今年は大

幅に増加しました。例えば第１問 A ではブラジルの料理本、第３問 A ではイギリスのブログの中で日本文化

が紹介されています。ほかにも、体内時計がテーマとなった第６問 A では、ユダヤ教や中国の文化が登場す

るなど、文化的多様性が明確に表れた内容になっています。 

 

３．大量の情報をスピーディに処理する力が求められた 

本年の総単語数は、約 6,100 語となり、最後のセンター試験（約 4,300 語）と比較しての 1.4 倍以上の単語

量となりました。昨年の共通テスト（約 5,600 語）と比較しても、約 500 語増加しました。限られた試験時間で、

大量の英文を読み必要な情報を見つける力が、より求められることとなりました。 

 
今回は、英語リーディングを紹介しましたが、各教科の分析は東進ドットコム（toshin.com）で公開しています。 
 

＜５教科７科目型の平均点予想＞ 
昨年は初の共通テストで平均点が高い科目が多かったため、２年目の今年は平均点の下降が予想されて

いました。その予想通り、昨年に平均点がアップしていた数学や生物は、今年大きく平均点を下げることとなり

ました。実際の受験生の受験科目の選択率を勘案した加重平均（５教科７科目 900 点）予想は、理科系 514

点（前年比-57.0 点）、文科系 508 点（前年比-45.0 点）です。主要科目である「数学Ⅰ・Ａ」「数学Ⅱ・Ｂ」の平

均点がともに大きく平均点を下げたことが、理文ともに総合成績のダウンにつながったと考えられます。 

 

＜東進 合否判定システムについて＞ 
東進の合否判定システムは、共通テストの自己採点結果だけで、国公立大の二次試験・私大の個別入試

の得点を推定し合格可能性を判定。国公立大学においては、共通テスト+二次試験の「総合判定」でより正確

な判定を提示します。また、他社が判定を行わない私大一般入試の合格可能性判定も実施します。もちろん

私大の共通テスト利用入試の判定も含め、学力試験を課すすべての大学の合格可能性を判定します。 

 

【株式会社ナガセについて】 

1976 年創立。日本最大の民間教育ネットワークを展開するナガセは「独立自尊の社会・世界に貢献する人

財」の育成に取り組んでいます。シェア NO.1 の『予習シリーズ』と最新の AI 学習で中学受験界をリードする

「四谷大塚」、有名講師陣と最先端の志望校対策で東大現役合格実績日本一の「東進ハイスクール」「東進衛

星予備校」、早期先取り学習で難関大合格を実現する「東進ハイスクール中学部」「東進中学 NET」、総合型・

学校推薦型選抜（AO・推薦入試）合格日本一の「早稲田塾」、幼児から英語で学ぶ力を育む「東進こども英語

塾」、メガバンク等の多くの企業研修を担う「東進ビジネススクール」、優れた AI 人財の育成を目指す「東進

デジタルユニバーシティ」、いつでもどこでもすべての小学生・中学生が最新にして最高の教育を受けられる

「東進オンライン学校」など、幼・小・中・高・大・社会人一貫教育体系を構築しています。 

また、東京五輪個人メドレー２冠の大橋悠依選手をはじめ歴代 35 名のオリンピアンを輩出する「イトマンス

イミングスクール」は、これからも金メダル獲得と日本競泳界のさらなるレベルアップを目指します。 

 学力だけではなく心知体のバランスのとれた「独立自尊の社会・世界に貢献する人財を育成する」ためにナ

ガセの教育ネットワークは、これからも進化を続けます。 

 

 
【本件に関する報道関係者の方からのお問い合わせ先】 

 株式会社ナガセ 広報部 担当：市村（いちむら）、海老根（えびね） 

TEL：0422-44-9001 Mail：pub@toshin.com 


